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島
根
県
神
社
庁
長
の
角
河
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
度
、
廣
江
会
長
様
よ

り
広
報
誌
へ
の
寄
稿
を
依
頼
さ
れ
、

テ
ー
マ
は
自
由
と
言
う
こ
と
で
し
た

の
で
、
皆
様
方
へ
の
御
挨
拶
と
し
て

寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
常
日
頃
、
皆
様
方
に
は
神
社
庁
の

運
営
や
諸
施
策
に
対
し
格
別
な
る
御

理
解
と
御
協
力
を
頂
き
、
当
庁
指
定

団
体
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
会
員
の
皆
様
方
に

は
教
育
関
係
の
お
仕
事
に
携
わ
り
な

が
ら
、
一
方
神
職
と
し
て
神
明
に
奉

仕
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
誠
に
頭

の
下
が
る
思
い
で
あ
り
、
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
私
が
存
じ
て
お
り
ま
す
教
神
協
の

始
ま
り
は
、
戦
後
、
日
本
人
の
価
値

観
が
大
き
く
変
わ
り
、
戦
前
の
日

本
の
教
育
を
悪
と
し
、
先
人
の
考
え

方
や
道
徳
観
を
も
否
定
さ
れ
る
風
潮

の
な
か
、
そ
れ
に
毅
然
と
し
て
意
を

唱
え
、
戦
後
の
偏
向
し
た
教
育
を
是

正
し
な
け
れ
ば
真
の
日
本
国
の
復
興

は
あ
り
得
な
い
と
い
う
信
念
の
も
と

に
、
神
明
奉
仕
の
傍
ら
教
育
に
携

わ
っ
て
お
ら
れ
た
神
職
の
皆
様
が
決

起
さ
れ
、
そ
の
活
動
を
今
日
ま
で
続

け
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
と
承
知

し
て
お
り
ま
す
。
日
本
の
大
地
に
根

を
張
り
、
国
の
基
幹
で
あ
る
神
社
神

道
の
精
神
を
正
し
く
理
解
し
、
次
世

代
に
繋
げ
て
ゆ
く
こ
と
を
使
命
と
し

て
活
動
し
て
お
ら
れ
る
姿
を
拝
し
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。

　
私
の
地
元
で
あ
る
津
和
野
に
お
い

て
も
、
明
治
維
新
の
魁
と
し
て
神
道

教
育
に
奔
走
し
た
岡
熊
臣
先
生
が
お

ら
れ
、
津
和
野
藩
校
「
養
老
館
」
の

国
学
教
師
と
し
て
従
事
し
、
福
羽
美

静
氏
を
始
め
、
明
治
教
育
の
先
覚
者

を
数
多
く
指
導
し
、
神
道
改
革
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　
岡
先
生
が
神
職
の
幼
童
教
育
の
為

に
記
し
た
「
神
家
童
子
訓
」
の
中
で

神
職
た
る
者
「
平
生
堪
忍
を
以
て
心

と
な
し
、柔
和
を
も
っ
て
体
と
な
し
、

正
直
を
以
て
道
と
な
し
、
剛
毅
を
以

て
行
と
な
し
、
他
人
の
悪
を
尤
と
せ

ず
、
吾
身
の
善
を
挙
げ
せ
ず
人
の
薄

情
を
憤
る
べ
か
ら
ず
」
と
あ
り
、
こ

の
子
供
に
対
す
る
教
育
の
心
が
現
代

で
も
指
針
と
な
る
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
方
に
は
今

後
、
神
道
精
神
に
根
ざ
し
た
真
の

日
本
人
を
よ
り
多
く
育
て
て
戴
き
、

益
々
健
勝
に
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ

と
を
祈
念
致
し
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。



現
職
教
員
等
研
修
会
に

　
　
　
　
　
　
参
加
し
て
　

全
国
大
会
に
参
加
し
て
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松
江
支
部  

廣
江
　
直
澄

　
六
月
二
十
二
日 
（
土
）
に
神
社
本

庁
の
地
下
１
階
会
議
室
に
お
い
て
対

面
形
式
と
ウ
ェ
ブ
を
使
用
し
て
の
遠

隔
参
加
者
に
分
か
れ
て
研
修
会
は
開

催
さ
れ
た
。
約
40
名
参
加
の
研
修
会

だ
っ
た
が
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で

始
ま
っ
た
ウ
ェ
ブ
形
式
の
参
加
形
態

は
、
有
効
な
方
法
と
し
て
参
加
者
増

の
要
因
と
な
っ
た
。

　
開
講
式
を
終
え
研
修
会
が
始
ま
っ

た
。
開
催
趣
旨
は
全
国
大
会
の
テ
ー

マ
「
神
道
精
神
に
根
ざ
し
た
真
の
日

本
人
を
育
て
る
た
め
に
」を
受
け
て
、

研
修
内
容
は
３
部
構
成
で
講
演
・
実

践
報
告
・
意
見
交
換
と
い
う
形
で

あ
っ
た
。

　
講
演
は
皇
學
館
大
學
教
授
板
井
正

斉
先
生
の
「
神
社
と
学
校
・
地
域
の

連
携
―
神
道
教
化
概
論
の
教
育
実
践

よ
り
」
で
報
告
さ
れ
た
内
容
は
、
新

し
い
共
同
体
を
形
成
す
る
時
に
神
社

が
そ
の
精
神
的
紐
帯
と
し
て
機
能
す

る
可
能
性
は
充
分
に
あ
り
、
神
道
教

化
の
上
で
も
神
社
の
目
標
と
地
域
の

目
標
と
同
化
す
る
た
め
に
、
活
動
や

交
流
を
増
や
す
こ
と
で
あ
る
と
提
言

が
あ
っ
た
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、

若
い
人
を
意
識
し
た
情
報
発
信
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
メ
デ
ィ
ア
媒
体
を
使
っ
て
行

う
。
社
会
教
育
と
の
関
わ
り
で
公
民

館
活
動
な
ど
を
活
用
す
る
。
文
化
を

継
承
す
る
こ
と
で
郷
土
に
視
線
を
向

け
さ
せ
る
た
め
に
大
学
生
に
小
中
高

生
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど

の
方
法
が
報
告
さ
れ
た
。

　
実
践
報
告
Ⅰ
は
富
山
県
教
神
協
会

長
山
田
隆
芳
先
生
の
「
小
学
生
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
」
で
、
ス
ラ

イ
ド
で
表
彰
式
の
様
子
や
受
賞
作
品

の
作
文
の
原
文
が
示
さ
れ
、
充
実
し

て
い
る
活
動
内
容
が
窺
え
た
。
小
学

生
が
地
元
の
お
宮
さ
ん
や
お
祭
り
を

体
験
し
て
感
じ
た
こ
と
を
文
章
に
し

て
、
さ
ら
に
は
地
域
を
愛
す
る
心
や

文
化
遺
産
を
保
存
す
る
心
を
涵
養
す

る
と
い
う
目
標
は
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
き
た
よ
う
だ
。
残
念
な
が
ら
今

年
度
は
実
施
を
見
送
る
こ
と
と
な
っ

た
と
の
報
告
に
早
期
の
復
活
を
期
待

し
た
い
。

　
実
践
報
告
Ⅱ
は
佐
賀
県
教
神
協
会

長
山
口
良
弥
先
生
の
「
神
道
を
生
か

す
教
育
」
に
つ
い
て
の
報
告
は
、
実

際
の
授
業
の
様
子
が
示
さ
れ
教
科
書

の
内
容
に
触
れ
な
が
ら
神
社
、神
道
、

皇
室
な
ど
日
本
の
文
化
を
伝
え
る
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。
間
違
っ

て
い
な
い
と
言
う
信
念
で
展
開
さ
れ

る
授
業
に
対
し
て
、
学
校
や
教
師
仲

間
か
ら
の
反
応
は
「
特
別
な
干
渉
は

な
い
」
と
の
話
し
だ
っ
た
。
あ
ま
り

に
も
宗
教
色
を
排
除
す
る
と
情
操
教

育
が
形
骸
化
す
る
の
で
は
と
危
惧
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
報
告
は
、
夏
の
全
国
大

会
へ
繋
が
る
も
の
と
感
じ
た
。

出
雲
支
部  

山
崎
　
寧
子

　
第
六
十
三
回
全
国
教
育
関
係
神
職

協
議
会
全
国
大
会・中
央
研
修
会
は
、

香
川
県
高
松
市
内
で
、
八
月
八
日
・

九
日
に
開
催
さ
れ
、会
員
約
70
名（
島

根
県
か
ら
は
廣
江
会
長
、
山
崎
の
２

名
）
が
参
加
し
た
。
開
会
式
典
な
ど

は
、
ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
で
行

わ
れ
、
研
修
会
は
会
場
を
市
内
の
研

修
施
設
サ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
高
松
に
移

し
て
行
わ
れ
た
。

　
一
日
目

①
開
会
式

神
宮
遥
拝
、
国
歌
斉
唱
、
教
育

勅
語
奉
読
、
敬
神
生
活
の
綱
領
、

全
教
神
協
綱
領
の
唱
和
と
続
い

た
。

寶
来
会
長
の
式
辞
で
は
、
社
頭

や
教
育
現
場
で
苦
労
も
あ
る
と

思
う
が
日
本
は
如
何
に
生
き

残
っ
て
行
く
か
、
日
本
・
教
育

の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
考
え

た
い
。「
神
道
精
神
に
根
ざ
し
た

真
の
日
本
人
を
育
て
る
」
為
に

皆
で
力
を
合
わ
せ
て
行
き
た
い

と
語
ら
れ
た
。
続
い
て
来
賓
挨
拶
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が
あ
っ
た
。

②
総
会

令
和
五
年
度
の
事
業
報
告
、
決

算
報
告
、
令
和
六
年
度
の
事
業

計
画
案
、
予
算
案
な
ど
、
い
ず

れ
も
承
認
さ
れ
た
。
役
員
改
選

で
は
、
寶
来
会
長
、
各
副
会
長

留
任
の
他
、
新
役
員
が
決
定
し

た
。

③ 

基
調
講
演　

國
學
院
大
學
兼
任
講
師　

中
澤

伸
弘
氏
に
よ
る
「
皇
室
敬
慕
の

念
の
育
成
―
何
を
教
え
る
べ
き

か
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。
旧

仮
名
遣
い
で
表
さ
な
い
と
言
葉

の
持
つ
意
味
が
伝
わ
ら
な
い
。

皇
室
は
、
親
し
み
を
覚
え
る
も

二
日
目

⑤
正
式
参
拝　
石
清
尾
八
幡
宮

⑥
記
念
講
演

神
道
政
治
連
盟
首
席
政
策
委
員　

田
尾
憲
男
氏
に
よ
る
「
教
育
関

係
神
職
に
期
待
す
る
こ
と　

私

の
こ
れ
ま
で
の
体
験
か
ら
」
と

題
し
て
行
わ
れ
た
。
食
料
自
給

率
の
低
下
、
少
子
化
問
題
な
ど
、

危
惧
す
る
こ
と
は
多
い
。
地
域

の
人
々
を
神
社
に
誘
う
事
の
必

要
性
を
述
べ
全
教
神
協
の
今
後

の
活
動
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
た
。

⑦
分
科
会
の
発
表

昨
日
の
分
科
会
で
の
話
し
合
い

の
内
容
を
六
班
が
そ
れ
ぞ
れ
発

表
し
た
。

レ
ポ
ー
ト
作
成
後

⑧
閉
会
式

神
宮
遥
拝
、
会
長
挨
拶
、
大
会

宣
言
、聖
寿
万
歳
で
幕
を
閉
じ
た
。

⑨
そ
の
他

一
日
目
の
懇
親
会
で
は
、
小
笠

原
流
神
田
夫
婦
獅
子
の
力
強
い

舞
が
披
露
さ
れ
た
。

　
　

　　
　

 

　

分
科
会
の
最
中
に
全
員
の
ス
マ

ホ
か
ら
一
斉
に
警
報
音
が
鳴
り
、

驚
か
さ
れ
た
。
宮
崎
県
を
震
源
と

す
る
地
震
で
、
揺
れ
な
ど
地
震
の

影
響
は
な
か
っ
た
。

の
で
な
く
、
敬
慕
の
念
を
持
つ

も
の
だ
。
と
話
さ
れ
た
。

 

④ 
分
科
会

「
教
育
現
場
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
」「
神
社
（
社
頭
）
に
お
い

て
何
が
で
き
る
か
」「
氏
子
・
崇

敬
者
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
」

を
主
題
に
各
二
班
ず
つ
、
六
班

に
分
か
れ
て
話
し
合
っ
た
。



中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
に

　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
て
　

島
根
県
地
方
研
修
会
に

　
　
　
　
　
　
参
加
し
て
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会
場
で
愉
快
な
宴
が
催
さ
れ
た
。
鳥

取
県
教
神
協
会
長
の
岡
村
先
生
と
の

会
話
で
、
ご
本
人
が
新
規
会
員
を
確

保
さ
れ
る
た
め
に
ご
苦
労
さ
れ
た
経

緯
を
聞
き
、
敬
服
す
る
と
と
も
に
参

考
に
な
る
事
柄
も
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。

　　
そ
し
て
、
一
興
の
時
を
迎
え
鳥
取

県
の
銘
酒
を
中
心
に
「
利
き
酒
大

会
」
が
行
わ
れ
た
。
昨
年
に
続
き
二

回
目
の
大
会
で
景
品
は
地
元
色
が
出

た
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
用
意
さ
れ
て

い
た
。
果
た
し
て
こ
の
催
し
物
が
定

着
す
る
か
ど
う
か
？
来
年
の
岡
山
大

会
が
鍵
を
握
り
そ
う
だ
。

　
翌
朝
、
ロ
ビ
ー
で
出
発
の
時
間
を

待
っ
て
い
る
と
宿
泊
し
て
い
た
鳥
取

県
内
の
高
校
生
の
姿
が
見
え
た
。
教

育
現
場
を
離
れ
て
日
が
浅
い
所
為
か

「
学
校
は
始
ま
っ
て
い
る
の
か
な
？
」

「
部
活
動
で
合
宿
し
て
い
る
の
か

な
？
」「
引
率
の
先
生
は
大
変
だ
な
」

な
ど
と
教
育
関
係
者
特
有
の
妄
想
す

る
癖
が
出
て
し
ま
っ
た
。

　
正
式
参
拝
は
大
神
山
神
社
の
里
宮

で
行
わ
れ
た
。
各
県
代
表
に
よ
る
玉

串
拝
礼
の
後
、
境
内
に
あ
る
大
山
の

奥
宮
を
遥
拝
す
る
場
所
に
て
拝
礼
を

し
た
。
社
務
所
に
移
動
し
て
権
禰
宜

さ
ん
に
よ
る
奥
宮
の
遷
宮
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。
大
山
の
中
腹
に
位

置
す
る
大
き
な
御
社
殿
の
改
修
は
、

難
工
事
が
多
く
ご
苦
労
も
多
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
多
く
の
参
加
者
が
共

感
、
実
感
す
る
遷
宮
事
業
報
告
だ
っ

た
。

　
鳥
取
県
教
神
協
の
皆
様
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
、
有
意
義
な
研
修
会

を
受
講
で
き
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

松
江
支
部  

廣
江
　
直
澄

　
八
月
二
十
四
日
（
土
）
二
十
五
日

（
日
）
に
鳥
取
県
米
子
市
で
開
催
さ

れ
、
ま
ず
は
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
で

開
講
式
と
研
修
Ⅰ
が
あ
っ
た
。
19
名

の
参
加
者
で
「
考
古
学
か
ら
み
た
古

代
の
祭
祀
と
信
仰
」
と
題
し
て
米
子

市
文
化
観
光
局
文
化
振
興
課
専
門
官

の
中
原
斉
氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。
興

味
深
い
話
が
続
き
祭
祀
遺
物
は
実
用

品
で
な
い
も
の
で
精
神
生
活
に
関
わ

る
も
の
と
い
う
指
摘
は
、
具
体
例
も

あ
り
理
解
が
進
ん
だ
。
私
個
人
と
し

て
は
、
稲
吉
角
田
遺
跡
か
ら
出
土
さ

れ
た
土
器
の
高
楼
建
築
物
の
図
柄

と
、
出
雲
大
社
の
高
層
神
殿
や
山
内

丸
山
遺
跡
の
巨
大
建
造
物
、
諏
訪
の

御
柱
な
ど
と
の
関
連
に
つ
い
て
聞
き

た
い
内
容
も
あ
っ
た
。

　
宿
泊
場
所
の
皆
生
温
泉
の
旅
館
に

移
動
し
、
ゆ
っ
く
り
温
泉
に
浸
か
っ

た
後
旅
館
の
最
上
階
に
あ
る
懇
親

仁
多
支
部  

陶
山
　
浩
正

　

令
和
六
年
度
島
根
県
教
育
関
係

神
職
協
議
会
地
方
研
修
会
が
九
月

七
日
、
松
江
市
大
庭
町
、
立
正
大

淞
南
高
校
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
「
神
社
と
地
域
連
携
」
の
テ
ー
マ

の
元
、
そ
の
一
つ
の
手
段
と
し
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
の
方
法

を
学
ん
だ
。
第
一
講
は
、
立
正
大

淞
南
高
校
教
諭
で
あ
り
、
同
校
の

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
部
の
顧
問
で
も
あ
る
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畑
山
友
朗
氏
に
よ
り
「
学
校
教
育

と
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
義
が
行
わ
れ
た
。
同
校
は

島
根
県
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
部
の
先
駆

け
で
あ
り
、
そ
の
活
動
や
実
績
は

全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
も
の

で
あ
る
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
聞
け
ば
、

多
く
の
中
高
年
は
、
Ｐ
Ｃ
ゲ
ー
ム

好
き
が
集
ま
り
、
ワ
イ
ワ
イ
と
ゲ
ー

ム
に
興
じ
、
そ
の
技
を
競
っ
て
い

る
姿
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
だ
ろ
う
。
実

は
私
も
新
聞
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
部
の

記
事
を
読
ん
だ
時
、
こ
れ
が
高
校

の
部
活
動
と
な
り
得
る
の
か
、
ま

る
で
校
内
に
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が

あ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と

懐
疑
的
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
こ
れ
は
大
き
な
誤
り
で

あ
り
、
大
変
失
礼
な
認
識
で
あ
っ
た

と
反
省
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
彼

達
は
、
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
Ｐ
Ｃ
製
作
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運

営
、
配
信
、
他
校
や
他
団
体
と
の
連

携
を
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
軸
に
デ
ジ
タ

ル
技
術
に
精
通
す
る
人
材
育
成
の
場

で
あ
り
、
立
派
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
と

も
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
第
一
講
を
踏
ま
え
、
第
二
講

は
同
校
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
部
員
の
指
導
の

下
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
が
ご

奉
仕
す
る
神
社
の
情
報
を
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
発
信
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。「
う
ち
の
お
宮
は
特
別
な

神
事
も
な
い
小
さ
な
お
宮
で
、
か
わ

り
映
え
し
な
い
写
真
や
情
報
し
か
な

い
か
ら
長
続
き
し
な
い
よ
。」
と
懸

念
を
口
に
す
る
私
に
、
担
当
し
て
く

れ
た
女
子
部
員
か
ら
「
宮
司
さ
ん
の

趣
味
や
好
き
な
こ
と
を
あ
げ
れ
ば
い

い
ん
で
す
よ
。
時
々
お
宮
の
こ
と

を
発
信
し
た
方
が
長
続
き
し
ま
す

よ
。」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

そ
れ
な
ら
ば
と
い
う
こ
と
で
趣
味

の
陶
芸
の
写
真
に
コ
メ
ン
ト
を
つ

け
て
発
信
す
る
に
至
っ
た
。

　

こ
れ
は
こ
の
研
修
会
か
ら
二
ヶ

月
経
っ
た
現
在
も
「
宮
司
の
窯
日

記
」
と
題
し
て
続
け
る
こ
と
が
出

来
て
い
る
し
、
時
に
は
他
県
か
ら

神
社
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
や
お

参
り
が
あ
っ
た
り
で
、
今
ま
で
に

な
く
刺
激
的
で
あ
る
。

　

第
一
講
、
二
講
の
ま
と
め
と
し

て
、
第
三
講
は
、
廣
江
直
澄
本
県

教
神
協
会
長
か
ら
、
教
神
協
全
国

大
会
、
同
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

の
報
告
を
兼
ね
て
「
神
社
と
地
域

連
携
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
義
が

行
わ
れ
た
。
神
社
と
地
域
連
携
に
つ

い
て
は
、
神
社
の
抱
え
る
課
題
を
総

代
会
、
町
内
会
、
若
者
グ
ル
ー
プ
等

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
で
共
有
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
実
践
に
お
い

て
は
あ
く
ま
で
地
域
を
基
盤
と
し
た

取
り
組
み
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
そ
の
実
践
例
と
し
て
、「
小

学
校
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
」「
神
主
一
日
体
験
」「
親

子
参
宮
」「
情
報
発
信
（
由
緒
書
等
）

の
紙
媒
体
か
ら
Ｄ
Ｘ
（
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
や
Ｘ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
た
も

の
）へ
の
移
行
」等
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
数
年
を
経
て
、
祭
事

は
コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
て
来
て
は
い
る

が
、
神
社
や
学
校
現
場
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
容
し
た
。
デ
ジ
タ

ル
社
会
化
す
る
中
で
急
速
に
拡
散
浸

透
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
功
罪
を
把
握
し
つ

つ
神
社
の
課
題
解
決
の
一
助
と
し
て

の
情
報
発
信
の
重
要
性
を
実
感
し
た

研
修
会
で
あ
っ
た
。



令
和
五
年
度  

事
　
業
　
報
　
告 

令
和
七
年
度  

事
　
業
　
予
　
告 

新 

執 

行 

部 

役
員
改
選 

令
和
六
年
度  

事
　
業
　
計
　
画 

・
六
月
十
七
日　
　
　

現
職
教
員
研
修
会　

神
社
本
庁

・
七
月
十
二
日　
　
　

監
査
・
役
員
会
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

・
七
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日　

 　
　
　
　
　
　
　

  　

全
教
神
協
全
国
大
会
・
中
央
研
修
会

  　
　
　
　
　
　
　

 　

福
島
県
郡
山
市

・
八
月
十
九
日
、
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　

   　

島
根
県
教
神
協
総
会
・
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　

   　

島
根
県
松
江
市

・
十
一
月　
　
　
　
　

島
根
教
神
協
会
報
第
四
十
二
号
発
行

・
六
月　

現
職
教
員
研
修
会

・
八
月
五
日
、
六
日

   　
　
　

全
教
神
協
全
国
大
会

   　
　
　

兵
庫
県
神
戸
市

・
八
月　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

   　
　
　

岡
山
県

会　

長　

廣　

江　

直　

澄

副
会
長　

陶　

山　

浩　

正

副
会
長　

山　

崎　

寧　

子

事
務
局　

廣　

江　

直　

澄

監　

事　

藤　

脇　

兼　

三

監　

事　

花　

田　

真　

宜

理　

事　

宮　

永　

安　

道

理　

事　

石　

原　
　
　

肇

理　

事　

倉　

橋　
　
　

宣

理　

事　

稲　

田　

真　

二

理　

事　

塩　

野　

清　

明

理　

事　

青　

木　
　
　

淳

・
六
月
二
十
二
日　
　

現
職
教
員
研
修
会　

神
社
本
庁　

・
七
月
八
日　
　
　
　

監
査
・
役
員
会　

個
別
指
導
塾
Ｆ

・
八
月
八
日
、
九
日　

全
教
神
協
全
国
大
会
・
中
央
研
修
会

   　
　
　
　
　
　
　
　

香
川
県
高
松
市

・
八
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日

   　
　
　
　
　
　
　
　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

   　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
取
県
米
子
市

・
九
月
七
日　
　
　
　

島
根
県
教
神
協
総
会
・
研
修
会

   　
　
　
　
　
　
　
　

立
正
大
学
淞
南
高
校

・
十
一
月　
　
　
　
　

島
根
教
神
協
会
報
第
四
十
三
号
発
行
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全
教
神
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

本
会
の
あ
ゆ
み・本
会
の
取
り
組
み

広
報
誌
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
い

ま
す
。是
非
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://zksk.jp
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三
部
八
幡
宮 

宮
司  

糸
賀
　
明
広

　
こ
の
度
、
教
神
協
の
末
席
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
糸
賀
明
広
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

学
校
教
員
の
経
験
も
な
い
私
が

「
本
当
に
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
」
と

恐
縮
し
て
お
り
ま
す
が
、
自
己
紹
介

も
兼
ね
て
、
こ
こ
に
至
る
経
緯
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
ち
ら
に
来
る
以
前
、
私
は
東
京

の
広
告
代
理
店
に
勤
め
て
い
ま
し
た

が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
日
本
数
学
検

定
協
会
か
ら
「
数
学
コ
ー
チ
ャ
ー
」

「
数
学
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
の
資

格
を
い
た
だ
き
、
土
日
に
東
京
の
中

学
校
で
数
学
検
定
対
策
講
習
を
担
当

し
た
り
、
協
会
が
運
営
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
親
子
に
算
数
・
数
学
を
コ
ー
チ

ン
グ
し
た
り
。
こ
れ
ら
が
教
育
面
で

の
活
動
で
す
。

　
三
年
ほ
ど
前
に
、
先
代
宮
司
に
癌

が
発
見
さ
れ
闘
病
生
活
に
入
っ
た
こ

と
か
ら
、
宮
司
職
を
継
ぐ
た
め
に
会

社
を
早
期
退
職
し
、
こ
ち
ら
の
妻
の

実
家
に
単
身
で
移
住
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
神
職
と
し
て
本
格
的
に

活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
こ
の

時
か
ら
で
す
。

　

知
り
合
い
が
誰
も
い
な
い
土
地

で
、
全
て
一
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
の
を
思
い
出
し

ま
す
。

　
あ
る
日
「
島
根
県
は
算
数
・
数
学

の
成
績
が
良
く
な
い
」
と
い
う
新
聞

記
事
を
読
み
ま
し
た
。
数
学
コ
ー

チ
ャ
ー
の
資
格
を
と
っ
た
当
時
を
思

い
出
し
「
何
か
役
に
立
て
な
い
か

な
？
」
と
考
え
、
ま
ず
は
二
年
前
の

夏
休
み
か
ら
、小
中
学
生
向
け
に「
算

額
」を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

神
社
か
ら
出
題
さ
れ
た
算
数
・
数
学

の
問
題
を
希
望
者
が
解
き
、
解
答
を

奉
納
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
今
年
の
算
額
で
は
、
小
学
生
向
け

の
問
題
は
地
元
中
学
校
の
数
学
担
当

教
諭
に
作
問
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
好
評
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
中
学
生
向
け
の
問
題
は
、
数
学

検
定
協
会
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
私
が

作
問
し
ま
し
た
。
参
加
人
数
が
少
な

か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
の
四
月
か
ら
、「
神

社
de
寺
子
屋
」
と
い
う
塾
と
も
放
課

後
教
室
と
も
言
え
る
活
動
を
神
社
拝

殿
で
始
め
ま
し
た
。少
人
数
で
す
が
、

来
て
い
る
子
等
は
と
て
も
ユ
ニ
ー

ク
。
私
が
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
で
話
し
て
い
た
ら
、
教
神
協
副

会
長
で
あ
る
山
崎
さ
ん
の
耳
に
入

り
、「
教
神
協
に
入
り
ま
せ
ん
か
？
」

と
お
誘
い
い
た
だ
き
、
こ
の
よ
う
な

拙
い
文
章
を
披
露
し
て
い
る
次
第
で

す
。

「
数
学
の
レ
ベ
ル
が
低
い
国
は
発
展

し
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
個
人
的

に
は
地
域
レ
ベ
ル
で
も
成
立
す
る
気

が
し
て
い
ま
す
。
時
間
が
か
か
る
こ

と
で
す
が
、
神
社
の
一
つ
の
活
動
と

し
て
、
地
域
の
数
学
力
を
上
げ
、
地

域
の
発
展
に
寄
与
で
き
た
ら
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
神
職
と
し
て
も
、
一
住

民
と
し
て
も
見
え
て
い
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
何
卒
、
皆
様

か
ら
の
ご
指
導
を
賜
れ
れ
ば
と
存
じ

ま
す
。



会
員
寄
稿

「
平
和
教
育
」の
大
切
さ
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仁
多
支
部  
石
原
　
道
夫

　
八
月
末
日
、
松
江
市
湯
町
の
従
妹

か
ら
写
真
入
り
の
メ
ー
ル
が
・
・
・
。

そ
れ
は
、
松
江
市
内
の
小
学
校
に
通

う
六
年
生(

外
孫
・
女
児)

が
夏
休

み
中
の
宿
題
・
一
人
一
挑
戦
に
「
平

和
へ
の
願
い
」
を
ま
と
め
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

　
こ
の
八
月
に
山
陰
中
央
新
報
社
が

取
り
上
げ
た
、
平
和
へ
の
願
い
・
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
戦
後
七
十
九
年
と

い
う
特
集
、
広
島
や
長
崎
の
平
和
記

念
式
典
の
模
様
、
県
内
各
地
の
慰
霊

碑
や
終
戦
の
日
・
十
五
日
の
報
道
は

多
く
の
県
民
の
関
心
を
呼
び
ま
し
た

が
、メ
ー
ル
に
よ
れ
ば
こ
の
女
児
は
、

修
学
旅
行
で
の
広
島
原
爆
ド
ー
ム
や

原
爆
資
料
館
で
学
ん
だ
平
和
学
習
を

思
い
出
し
、
平
和
の
関
わ
る
新
聞
記

事
を
切
り
抜
い
て
貼
り
付
け
、
下
欄

に
幼
い
平
和
へ
の
願
い
を
綴
っ
て
い

ま
し
た
。

　
﹃
戦
争
に
出
た
お
父
さ
ん
た
ち
は
、

自
分
の
子
供
た
ち
に
す
ご
く
す
ご
く

会
い
た
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
子
供
に
会
え
な
い
お
父

さ
ん
が
と
て
も
か
わ
い
そ
う
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
、
私
は
と
て
も
イ
ヤ
で

す
。
戦
争
は
も
う
二
度
と
や
っ
て
欲

し
く
な
い
で
す
﹄

　
﹃
私
と
同
じ
広
島
の
小
学
校
六
年

生
が
八
月
六
日
の
平
和
記
念
式
典
で

平
和
へ
の
誓
い
を
朗
読
し
て
い
ま
し

た
。
私
は
家
族
の
み
ん
な
と
話
し
合

い
、
戦
争
は
ゴ
メ
ン
だ
と
さ
け
び
ま

し
た
﹄

　
﹃
私
の
親
せ
き
に
戦
争
遺
児
の
お

じ
い
さ
ん
が
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
が

い
な
く
な
る
な
ん
て
と
て
も
こ
わ
い

し
、
そ
の
た
め
に
は
平
和
が
ぜ
っ
た

い
に
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
﹄

　
﹃
お
じ
い
さ
ん
の
話
で
は
、
戦
争

で
亡
く
な
っ
た
兵
隊
さ
ん
た
ち
は
、

東
京
の
桜
の
名
所
で
あ
る
靖
国
神
社

に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
﹄
な

ど
な
ど
。

　
風
の
便
り
で
、
島
根
県
遺
族
連
合

会
が
、
国
民
の
一
割
と
な
っ
た
戦
争

体
験
者
と
し
て
の
自
覚
の
下
に
「
平

和
の
語
り
部
事
業
」を
拡
充
強
化
し
、

孫
、
曾
孫
、
玄
孫
た
ち
を
始
め
多
く

の
若
者
に
地
域
の
慰
霊
碑
や
戦
没
者

の
こ
と
を
話
し
、
後
世
に
亘
っ
て
平

和
の
尊
さ
を
考
え
て
く
れ
る
こ
と
を

活
動
の
大
き
な
柱
に
し
て
い
る
様
子

を
知
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
取
り
組

み
か
ら
も
こ
の
女
児
が
自
力
で
宿
題

に
「
平
和
」
を
据
え
、
先
ず
数
日
の

新
聞
を
読
み
、
そ
し
て
切
り
抜
き
、

的
確
に
自
分
の
思
い
を
綴
っ
た
こ
と

は
正
に
小
学
校
の
「
平
和
教
育
」
の

な
せ
る
天
晴
れ
な
成
果
で
あ
り
、
思

わ
ず
大
き
な
拍
手
を
送
っ
た
と
い
う

次
第
で
す
。

　
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
、
日

本
の「
被
団
協
」が
受
賞
し
ま
し
た
。

世
界
情
勢
は
不
安
定
で
、
核
使
用
を

ち
ら
つ
か
せ
る
よ
う
な
報
道
も
有
る

中
、
意
義
の
あ
る
受
賞
だ
と
思
い
ま

す
。
現
在
、
戦
争
中
の
国
も
あ
り
ま

す
が
、
一
日
も
早
く
、
世
界
中
が
平

和
に
楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る

事
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
、
新
し
い
試
み
で
、
巻
頭

言
を
島
根
県
神
社
庁
長
に
お
願
い
し

寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
玉
稿
を
お
寄
せ
下

さ
っ
た
庁
長
、
会
員
の
先
生
方
に
深

謝
申
し
上
げ
ま
す
。（

山
崎
　
寧
子
）
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